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●夏休みにオススメ ! 新刊書紹介

●新着おすすめ本
・一冊で読む日本の漢詩 300／鷲野  正明  編著
・10 代から知っておきたい熱中症の科学／永島  計  著
・決裂／堂場  瞬一  著
・たぶん、恋しい／一穂  ミチ  著
・ミュージカルのひみつ／
　　　　　　    「ミュージカルのひみつ」編集室  著
・魔女と家族になる方法／木地  雅映子  作
・きゅうり／長谷川  義史  作

● 図書館を使った
　ミニ調べる学習教室作品展示
　好きなこと・気になることを深く学び、絵や図な
どを使ってまとめる「図書館を使ったミニ調べる学
習教室」。ふせんや折り紙を使うなど、個性や工夫
がつまった参加者の力作を展示します。
日時／ 8 月 16 日（日）～ 9 月 13 日（日）

開館時間／ 9：00 ～ 18：00　
休館日／ 8 月 3・10・17・18・24・31 日
　　　　 9 月 7・14・15・28 日
問い合わせ／図書館　☎（４３）５６６１ 図書館 HP

図書館俳句ポスト　今月の季語

「朝顔」（あさがお）

リサイクル市

　図書館で除籍した資料や図書館に寄せ
られた本などを、無償でお譲りします。
日時／ 8 月 23 日（日） 9：00 ～
＊なくなり次第終了
場所／図書館入口
そのほか／
　雑誌の提供は
ありません。

梅ヶ窪の不動尊（針生）

　文化財愛護協会長を務める郷土史研究家の白石  哲
て つ お

夫さ
んと、市内に残る石仏や石碑をめぐる小さな旅へ。まちに息づ
く歴史や物語にふれてみませんか。

石仏案内帖

白石博
士の

　中北交差点から国道 4 号を北へ約 700m 進むと、左
手下に木材共販所が見えてきます。この一帯は「梅ヶ久保

（梅ヶ窪）」と呼ばれていて、国道沿いに不動尊が建てら
れています。高さは 95cm ほどですが、二段組みの台座
を含めると 170cm ほどにもなります。現在は全身が赤い
布で覆われていて、そのご尊顔を拝することはできません。 
　台座の上段には「嘉

か え い

永 4 年（江戸時代後期）8 月」の
銘が刻まれています。また、「右日光　左江戸　木幡大明
神」の文字も刻まれていて、信仰の対象であるとともに道
標としての役割を果たしていたことが分かります。当時の
旅は今のように安全なものではなく、命の危険と隣り合わ

せでした。旅人は道中の安全を願い、この不動尊に祈り
をささげたのでしょう。
　さらに台座の下段には、 建立に協力した 131 人の
寄付者名が刻まれていて、その範囲は矢板市だけでな
く、 大田原や佐久山など 28 カ村にも及びます。庄屋
や問屋、豪農・豪商らの名も見られ、地域を越えた多
くの人々の支えによって建立されたことがうかがえます。 
　石仏には、当時の人々の信仰だけでなく、街道を通じ
て結ばれた地域のつながりも刻まれています。現在も、地
元の人々により毎年 1 月と 8 月に祭りが開催され、大切に
守られています。

ホーローバットで作る
からだにやさしいお菓子

主婦と生活社  編
主婦と生活社

ギョウザくんと
シュウマイちゃん

村上  しいこ  作
あかね書房

　新しい部活動のカタチ「地域クラブ活動」。そ
の活動内容や、運営を支える指導員の皆さんを
ご紹介します。

地域のチカラ、部活のミカタ。
地域クラブ指導員

　中学生の頃、先輩方の凛とした姿に憧れ、当時は珍しかった
女子部員として弓道を始めました。卒業後は一度離れましたが、
娘が弓道を始めたことをきっかけに再開し、指導にも携わるよ
うになりました。弓道は的に当てるだけではなく、歩き方やた
すき掛けなどの所作や姿勢の美しさも大切にする武道です。ま
た、一人で行う競技と思われがちですが、上達するためには誰
かに見てもらい、助言を受けることが欠かせません。私自身も
指導するために学び続けることで、自分の成長にもつながって
いると感じています。
　高校生や社会人になってからも教え子が活躍していたり、指
導者となって戻ってきたりする姿を見ることが何よりの喜びで
す。弓道は年齢を重ねても長く続けられる競技。子どもたちに
も、生涯にわたって弓道を楽しみ続けてほしいと思っています。

学び続け、弓道の魅力を次の世代へ

矢板中 弓道部

指導員  君島  曜
よ う こ

子  さん

○


